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国際委員会まとめ 

 

 

【内容】 

 

2017年FISA臨時総会におけるFISAルール改正について 

 

2020東京オリンピックにおける種目について 

 

（現行） 

 
 

（変更案） 

del：なくす 

add：追加 

赤字：種目は存続するが、参加国数の調整がある。 

 

変更案１ 

 
 変更案２ 
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変更案３ 

 
 

【3つのオプションの比較】 

１）オプション１～３のいずれにおいても、2020東京では男女比50:50となる（Gender Equality） 

２）オプション１～３のいずれにおいても、LM4－は削除される。 

３）オプション２と３ではLM1XとLW1Xが新たに加わる。いずれも出場枠が34ヵ国なので大陸枠が設定されるのではない

か。（Universality） 

４）オプション１～３のいずれにおいても、種目は存続するがboat数に増減がある種目がいくつかある（赤字↑↓）。 

５）１～３のオプションの表には記載されていないがオープン（O）·軽量級（LW）の比率（OL比）は以下のようになる。 

現行 Open LW 計  オプション1 Open LW 計 

男 239(72.2) 92(27.8) 331(100)  男 239(87) 36(13) 275(100) 

女 179(81.7) 40(18.3) 219(100)  女 239(87) 36(13) 275(100) 

計 418(76) 132(24) 550(100)  計 478(87) 72(13) 550(100) 

 
オプシ ョ

ン2 
Open LW 計  オプション3 Open LW 計 

男 201(73) 74(27) 275(100)  男 201(73) 74(27) 275(100) 

女 201(73) 74(27) 275(100)  女 201(73) 74(27) 275(100) 

計 402(73) 148(27) 550(100)  計 402(73) 148(27) 550(100) 

 

提案（オプション）から国際委員長が考えるFISAの意向とは 

·夏季オリンピックにおいて陸上、水泳につぐと言われる総人数550名を死守したいのではないか。 

·男女比同数を目指す 

·LM4－をなくし、シングルを増やすことで参加国を増やす。12位以下の枠を増やす事により大陸予選決定数が増える。

それにより各国にチャンスがあるとみせ、いわゆるユニバーサリティを強調したいのではないか。 

以上 

 


